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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

2

改良復旧箇所の予算進度
に応じた浸水戸数の解消
(浸水戸数)

1 達成

3

230戸

1,291,64319,161

うち一般財源 2,750 4,987

合計（A)

553戸

達成状況
の分析

主な取組

①災害復旧(改良復旧)
・被災した河川施設が災害復旧事業(原形復旧)のみでは十分な効果が期待できない箇所に対して、再発防止のため拡
幅等を伴う改良復旧工事を行う。

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

4 9職員数（人）

成果指標
設定理由

①被災箇所の早期復旧のため、計画的な事業実施をすること。 ・効率的な事業実施により、浸水想定家屋数の減少を目指
す。

 決　算　額（B）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

kasen@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

事業番号 11 05 03 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 災害に対する早期の復旧を実施する事業
部局

実施期間 M14

建設部 課・室 河川課

８つの重点目標

4-1 県土の強靭化

H30年度

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

○令和元年東日本台風の被害について、公共土木施設の早期の復旧を実施する必要がある。
○被害の大きかった箇所について、原形復旧のみでは十分な効果が期待できない箇所について、改良を加えて
復旧を進める必要がある。

○被災箇所の早期復旧を目指す。
○復旧後の良好な河川環境を保つため、多自然川づくりを意識した復旧を図る。

2,023,159

1,187,433

目標値R1年度 R2年度

230戸 ↗

No 成果指標

 改良復旧、災害調査

0
達成状況

総合的に展開する
重点政策

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） R1年度 R2年度

2,003,998前年度繰越

予
算
額

現計予算 2,023,159

3,191,431

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト
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－

①被災箇所の早期復旧の観点で設定した。

①計画的な発注により目標を達成することができた。

(一)余地川(佐久穂町) (一)谷川(佐久市)



被災した公共土木施設が災害復旧事業(原形回復)のみでは充分な効果
が期待できない箇所に対し、再発防止のため改良復旧工事を実施し
た。

千円
災害に対する早期の復旧を実施する事業

直接

19,161 1,291,643

千円

直接

令和２年度　実施内容（実績）

被災した河川施設が災害復旧事業のみでは充分な効果が期待できない
箇所に対し、再発防止のため、改良復旧工事を行った。

建設部 課・室 河川課

細事業
No.

部局事　業　名 災害に対する早期の復旧を実施する事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 11 05 03 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

Ｒ１年度

決　算

Ｒ２年度

決　算

No.

1

2

実施
方法

細事業を構成する主な取組

河川災害復旧助成費

河川等災害関連費

1


